
























































電子密度マップに合うように、 αー およびβーサブユニットの構造モデルを組上げた。 y-サブ、ユニットに
ついては、電子密度マップの解釈が困難であったので、 α申およびβーサブユニットの構造を精密化して位
相を改良し、その構造を確定することができた。最終のRCactorは21.1%であった。












へム cへ移動し、さらに αーと βーサブユニットの界面かっ溶媒領域の近傍に存在するもう一つのへムcに
移り、ここからアズリンに受け渡されることが示された。
以上のように、本論文は、 QH-AmDHの高次構造に基づ、いて、新規のキノノイド型補酵素とこれまで
に例のない異常なチオエーテル架橋を見出し、さらに基質アナログとの相互作用および電子伝達機構の解
明に貢献したものであり、構造化学の発展に寄与する多くの成果を得ており、博士(理学)の学位を授与
するに値するものと審査した。
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